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おばけがでたぞ 
 

マドレーヌとパリのふるいやしき 
ジョン・ベーメルマンス・マルシアーノ 作 江國 香織 訳 ＢＬ出版 Ｅ－マ 

マドレーヌたちがくらしているふるいやしきに、こうちょうせんせいのククフェイスきょうがぬき

うちけんさのためにやってきました。どこもかしこもしっかりしらべ、ククフェイスきょうはあけた

ことのないドアのまえにたちどまりました。むこうになにがあるのかとたずねると、ミス・クラベ

ルは、やねうらべやへつづくドアで、おばけがでますといいます。 

 

お化けの猛暑日  
川端 誠 作 ＢＬ出版 Ｅ－カ 

朝
あさ

はやくから気温
き お ん

があがりはじめ、三十五度
さんじゅうごど

をこえる猛暑
もうしょ

日
び

になりました。お化
ば

け屋敷
や し き

には扇
せん

風
ぷう

機
き

もクーラーもなく、お化
ば

けたちはバテバテです。ひょろけは一反
いったん

木綿
も め ん

に、空
そら

にあがって龍
たつ

にす

ずしい雨
あめ

をふらせてくれるようたのんでみます。一反
いったん

木綿
も め ん

は天狗
て ん ぐ

といっしょに、空
そら

へまいあがって

いきました。 

 

おばけのジョージー 
ロバート・ブライト さく・え 光吉 夏弥 やく 福音館書店 Ｅ－ブ 

ホイッティカーさんのいえのやねうらに、ちいさなおばけのジョージーがすんでいました。ジョ

ージーがまいばんおなじじかんにかいだんをみしりといわせ、ドアをぎーといわせるので、ホイッ

ティカーさんとおくさんはねるじかんだとわかります。あるひホイッティカーさんが、かいだんの

ゆるんだいたにくぎをうち、ドアのちょうつがいにあぶらをさしたので、かいだんやドアのおとが

ならなくなり、じかんがわからなくなりました。 

 

猫魔
ね こ ま

ヶ
が

岳
だ け

の妖怪
よ う か い

 福島の伝説 

八百板 洋子 再話 斎藤 隆夫 絵 福音館書店 Ｅ－サ 

とおいむかし、磐梯山
ばんだいさん

の西
にし

に妖怪
ようかい

がすむ山
やま

があり、村
むら

びとたちはおそれて山
やま

に近
ちか

づかないよう

にしていました。ある年
とし

の秋
あき

、殿
との

さまが妖怪
ようかい

たいじを家来
け ら い

にめいじますが、その晩
ばん

、風
かぜ

といっしょ

になにものかが奥
おく

がたをさらっていきます。殿
との

さまは奥
おく

がたをすくいに家来
け ら い

を山
やま

にむかわせまし

たが、だれひとりもどってきませんでした。そこで殿
との

さまは、うでのいいりょうしをよびよせます。 

 



小さいおばけ  
オトフリート・プロイスラー 作 はたさわ ゆうこ 訳 徳間書店 ９4３－プ 

ずっとずっとむかしから、ドイツのフクロウ城
じょう

に小
ちい

さいおばけがすんでいました。昼
ひる

のあいだ、

小
ちい

さいおばけはお城
しろ

のやねうらべやの木
き

ばこの中
なか

でねむっていて、夜中
よ な か

の十二時
じ ゅ うに じ

になると目
め

をさ

まします。天気
て ん き

がわるいときは、お城
しろ

の中
なか

のいろんなへやをまわり、そうでなければ外
そと

へとびだし

ていきます。とくに月
つき

の光
ひかり

をあびてとびまわるのは、うれしくてたまりません。 

 

妖怪一家九十九さん 
富安 陽子 作 理論社 ９１３－ト 

ある日
ひ

、大勢
おおぜい

の妖怪
ようかい

が住
す

んでいた野
の

っ原
ぱら

に、人間
にんげん

たちが巨大
きょだい

な団地
だ ん ち

を作
つく

り始
はじ

め、妖怪
ようかい

たちは腹
はら

を立
た

てます。そこで代表
だいひょう

して、ヌラリヒョンが市
し

役所
やくしょ

に出
で

かけていきました。地域
ち い き

共生課
きょうせいか

の野中
の な か

さ

んは、人間
にんげん

と一緒
いっしょ

に団地
だ ん ち

で暮
く

らしたらどうかと提案
ていあん

し、妖怪
ようかい

たちは全員
ぜんいん

、団地
だ ん ち

で暮
く

らすことになり

ました。一
いっ

ぴきだけで暮
く

らしてきた七
なな

ひきの妖怪
ようかい

は、九十九
つ く も

一家
い っ か

として化
あだし

野原
の は ら

団地
だ ん ち

の地下
ち か

十二
じゅうに

階
かい

での生活
せいかつ

をスタートさせます。 

 

オバケの長七郎 
ななもり さちこ 作 福音館書店 ９１３－ナ 

『やなぎした商店街
しょうてんがい

』に、古道具屋
ふ る ど う ぐ や

の『へなもんや』があります。この店
みせ

のおやじ、源
げん

ジイはお風
ふ

呂
ろ

屋
や

のかえり道
みち

にオバケをひろいます。源
げん

ジイは長七郎
ちょうしちろう

と名
な

のったオバケを鳥
とり

かごにとじこめ

て、店
みせ

ののき下
した

につるしました。長七郎
ちょうしちろう

がやってきてから、店
みせ

に子
こ

どもたちが毎日
まいにち

やってくるよう

になります。 

 


